
第４学年 学校名：江戸川区立一之江第二小学校

教科 学年

6

令和6年度評価規準

国語 第４学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）

単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

国語の学習　これまで　これか
ら

◇一年間の国語学習を振り返ったり，これ
からの学習について考えたりして，すすんで
学習できるようにする。

△相手を見て話したり聞いたりするととも
に，言葉の抑揚や強弱，間の取り方などに
注意して話すこと。　⇒◎知技(1)イ
△考えとそれを支える理由や事例，全体と
中心など情報と情報との関係について理解
すること。　⇒知技(2)ア
◇目的を意識して，日常生活の中から話題
を決め，集めた材料を比較したり分類したり
して，伝え合うために必要な事柄を選ぶこ
と。　⇒思判表Ａ(1)ア
◇話の中心や話す場面を意識して，言葉の
抑揚や強弱，間の取り方などを工夫するこ
と。　⇒◎思判表Ａ(1)ウ
■相手や目的を意識して，経験したことや想
像したことなどから書くことを選び，集めた材
料を比較したり分類したりして，伝えたいこと
を明確にすること。　⇒思判表Ｂ(1)ア
■自分の考えとそれを支える理由や事例と
の関係を明確にして，書き表し方を工夫する
こと。　⇒◎思判表Ｂ(1)ウ

◇説明や報告など調べたことを話したり，そ
れらを聞いたりする活動。　⇒思判表Ａ(2)ア
■記録や報告などの文章を読み，分かった
ことや考えたことを，本文を引用しながら説
明したり意見を述べたりする活動。　⇒思判
表Ｂ(2)ア

◎【知技】相手を見て話したり聞
いたりしているとともに，言葉の
抑揚や強弱，間の取り方などに
注意して話している。（〔知識及
び技能〕(1)イ）

◎【思判表】「話すこと・聞くこと」
において，話の中心や話す場
面を意識して，言葉の抑揚や
強弱，間の取り方などを工夫し
ている。　（〔思考力，判断力，
表現力等〕Ａウ）

◎【思判表】「書くこと」におい
て，自分の考えとそれを支える
理由や事例との関係を明確に
して，書き表し方を工夫してい
る。（〔思考力，判断力，表現力
等〕Ｂウ）

【態度】進んで話の中心や話す
場面を意識して，言葉の抑揚
や強弱，間の取り方などを工夫
し，今までの学習を生かして，１
年間の国語の学習を振り返っ
たり次年への希望を話し合った
りしようとしている。


